

























































男性（N=722） 54.7% 23.4% 21.9%




男性（N=722） 15.4% 38.9% 45.7%




男性（N=722） 53.0% 25.5% 21.5%







































週に 3 ～ 4 日（N=145）
週に 1 ～ 2 日（N=119）
ほとんどない（N=177）
▼女性
ほぼ毎日   （N=81）
週に 3 ～ 4 日   （N=59）
週に 1 ～ 2 日   （N=59）
ほとんどない（N=103）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
61.6％
































目標となる先輩・上司なし   （N=66）
▼女性
目標となる先輩・上司あり（N=257）
目標となる先輩・上司なし   （N=45）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
55.9％










































































入社前イメージ通り   （N=76）
























入社前イメージ通り   （N=76）
入社前イメージより遅い   （N=90）







入社前イメージ通り   （N=76）
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